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　Radioi㎜unoassayにお・いて、ガンマー線計測器よ

り得られたデータをコンピュータを用いて処理する方

法としてはいくっかの試みがあるが、測定系によって

同一のプログラムを用いることができないこともあり、

未解決の問題も少なくない。

　我々は自動ガンマー線計測器（島津乱201）とパー一

ソナルコンピュータ（Olive七七i　p652）をオンラインで

接続し、種々のradi。immunoassa．y系を対象として、い

くっかの数学的処理法にっいて検討を加えた。計測値

としてB／T、B／Eのいずれの場合にも計算できるよう

にした。また試験管の破損などによる誤差は300cpm

以下をカットすることにより除外した。さらに測定操

作中のミスにより生ずる誤った値を除外する方法も検

討した。

　数学的処理法としては　（1）補間法、｛2）区間分割法、

〔3｝多項式近似法　にっいて検討した。補間法は相隣る

2つの測定値の平均値をとり、ホルモン濃度の対数に

対して一次式で結ぶ方法である。一部の測定系ではこ

の方法でも満足できる結果を得たが、測定系によって

かなり異った曲線が得られた。区間分割法は4っの区
間に分けて双曲線k・よび10g－logit法で近似する方

法である。誤った測定値を除外する目的で、二っの平

均値に対し正の勾配のっくデータはオミットした。こ

の方法でも数種のradioim［nunoassa」系でほX’満足でき

る成績を得たが、誤まったデータの除外法には問題が

残る。多項式近似法は　y・・ao（1・gX）3＋al（1。gX）2

＋a、（1。gX）＋a、で近似する方法である。この場合に

は2っの測定値の差がB／Eで0．2以上のものは除外し

てまず第1回の近似を行ない、っいで近似式より上、

下限を設定してその中に入るデータは含めて第2回の

近似を行なう方法で、誤った値の除外法としては最も

すぐれている。この方法でほS満足できる近似が得ら

れるが、上、下限の範囲などにっいてなお検討中であ

る。さらに10g－logi七法、3次多項式法、1。g　3次多

項式法などを用いて近似し、上記の方法で誤った値の

カマトをして最もよく一致する近似式を自動的に選択

するプログラムにっいても検討中であるので、その成

績を報告する。

我々は、シンチカメラにて、心拍連動RIアンギオグ

ラフイを施行し、その心画像データを、ミニコンピュータ

ー （シンチパック）にて処理し、左心容積変化曲緯を

求め、若干の疾患について、比較検討を行い、且つ、

心容積変化を、シネ表示した。

　　方法及びデータ処理

使用楴種は、99mTcアルブミンを用しへ　10m　Ciを、

被検者の右肘静脈より静注し、生食にてフラッシヘシ

ンチカメラ心画像データを作製した。被検者の位置は、

坐位にて、左胸部前30磨としたrR工静注と同時に、

被検者の心電図も採取し、シンチカメラ心画像テータ

は、シンチパックにより、128×128のマトリックス上の

アドレスに変換され、コア上に自動的に格納され、心

電図波計は、10mθec毎に読みとられ、10bitの情報

に変換され、シンチカメラのデータと同様に、コア上に

自動的に格納された。心電図波計上のR波を確実に決

定する為に、CTR上に表示された心電図上のR波マー

クの検出を行い、1bit毎にRマークの目印をつけた。

シンチカメラ心画像データ、及び、心電図テータの採取

時間は、40sθc－606ecとし、全て、ティスク内に、ス

トアーされた。以上のデータ処理の后、最初に左心を

通過するシンチカメラ心画像データのR－R間をSO　MSEI）

毎に編集し、その6－8心周期を重ね、更に、5－7点

のタイムスムージングに依り、原画像を鮮明にし、これ

を、1心周期の左心容横像とした。次に、得られた左

心容積像の長軸、短軸及び面積を、マニュアルにて設

定し、左心容積を算出した。それに依り、1心周期

の左心室容積変化曲線を得たが、右心室容積像も全

く同様な方法で得ることが出来た。　この1心周期内

の心画像を、RI濃度に従って、16色の色レベルに変

換し、一度ディスク内に保存し、それを、高速（1秒間

6枚程度）ディスプレイする事に依り、心動態のシネ表

示を試みた。（8mm映画に撮影したものを2分間供

覧する）

　　結果
　正常者、心筋硬宏、僧帽弁狭窄、二段脈等にて、そ

れぞれ異った左心容積変化曲線が得られ、心容積変

化曲線の作製、シネ表示迄に要する時間は、被検者

に、RI静注を施行后、50分以内であり、心疾患の予

后判定、治療効果判定及び患者の療養指導に有効で

ある。
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